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１．経営発達計画支援事業の内容 

 

Ⅰ．地域の経済動向基本調査 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜景気動向調査＞ 

経済施策及び経営支援の基

礎資料とするため地域の景

気動向を調査・分析する。

調査では業種毎の業況判断

・経営者の感じていること

、抱えている問題等を把握

し、小規模事業者の課題の

抽出を行う。詳細な情報は

経営者のコメントとして情

報を提供してもらう。（年

間１２回） 

実施回数・回収率 ・調査依頼事業所

の巡回を実施し、

本事業の目的を伝

え協力してもらう 

・巡回時に商工会

議所事業の周知を

行う。 

・調査依頼事業所

がアンケート用紙

に現状抱えている

問題点等を記入し

てくれるが対応を

していないため今

後は巡回等をして

現状の把握をして

解決策を見つける

。 

・業界や地域の状況

を把握し、振興委員

事業として取り組ん

でいく。 

経営情

報Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

１２回 

(75%) 

１２回 

(75%) 

 

実

績

値 

 １２回 

(75.1％ ) 

Ａ  

１２回  

(75.6%) 

Ａ  

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜経済課題特別調査＞ 

消費税率の引き上げ、円高

・円安など経営環境が大き

く変化する場合において特

別調査を実施し、小規模事

業者の課題の抽出を行うこ

とを目的に実施する。（年

２回）（７月、２月） 

実施回数・回収率 ・大型店出店１年

後影響調査を行い

、大型店出店時の

影響調査と比較し

た。 

 

・アンケート調査

の結果内容をもと

に会議所として施

策事業を考える。 

 
経営情

報Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

２回 

(70%) 

２回 

(70%) 

実

績

値 

１回 

(39.6％)

Ｃ  

２回 

36.0％ 

Ｃ 

Ⅱ．経営分析・需要動向調査 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜経営課題抽出支援＞ 

当所で過去３年間に記帳機

械化支援等を行った864事

業所及び、市内ものづくり

企業575事業所を対象に計

画的な巡回、面談、ヒアリ

ング等を行い、企業の問題

や悩みの聞き取りを通じて

経営課題の抽出を行いその

課題解決支援を行うと同時

に各事業所に事業計画作成

を働きかける。 

事業所数 ・課題抽出先企業

の検討を経営指導

員同士の検討会と

して開催した。 

・支援対象者の多

くが、経営課題に

向き合う事に遠慮

する方が多い。事

業者が一歩踏み出

すよう更なる働き

かけが必要。 

・巡回事業所を増

やしていく取り組

み。 

・課題抽出検討会開

催にあたり指導員が

特別な理由がない限

り毎回必ず検討案件

を提出する。 

・毎回検討案件につ

いて今後も最適な支

援の方向性を確実に

決定する。 

経営支

援Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

 

目

標

値 

(巡回) 

260社 
(巡回) 

260社 

(抽出） 

35社 
(抽出） 

35社 
 

実

績

値 

(巡回) 

３０社 

Ｄ 

(巡回) 

３３社 

Ｄ 

(抽出) 

１０社 

Ｃ 

(抽出) 

２５社 

Ｃ 

 

 

 

－１－ 



事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜事業計画啓発セミナー＞ 

小規模事業者を対象に事業

計画作成に向けた啓発セミ

ナーを開催し、事業計画作

成の意義、考え方、手法な

ど説明することにより、作

成に向けての動機付けを行

う。 

開催回数・参加者数 ・周知ＤＭの送付

または支援施策の

紹介など参加企業

ごとの課題を把握

しフォローにつな

げる。 

・自社の現状を把

握させるためには

。 

自社の現状把握のた

め、個別相談会の際

に決算書や会社概要

の提供を求め、定性

面・定量面の双方か

ら分析を行い課題を

抽出し計画作成の啓

発に取り組んでいき

たい。 

経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

2回 

（40人

） 

2回 

（40人

） 

実

績

値 

1回 

28社 

(31人) 

Ｃ 

1回 

27社 

（32人） 

Ｃ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜ものづくり企業経営環境

等に関するアンケート調査

＞ 

地域のものづくり企業が現

在置かれている経営環境の

把握、各企業が抱える不安

や悩み支援施策に対しての

ニーズ把握、行政や支援機

関に対して要望等について

工業支援センターと連携し

調査し、当所等が行う企業

支援業務に活かす。 

回収率 平成30年度より松

本ものづくり産業

支援センターが設

置され、事業が移

管された。 

・事業の移行に伴

い、平成30年度は

実施の検討期間と

し、2019年度に実

施される。 

・2019年度は、松本

ものづくり産業支援

センターの事業に協

力して実施する。 

ものづ

くり支

援Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

25% 

 

25% 

実

績

値 

 

   

33％ 

Ａ 

 

 

－ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜松本市商店街歩行者通行

量調査＞ 

中心市街地（約190ha）の

50か所の調査地点において

昭和53年から年2回（6月

、10月）継続的に実施して

いる。松本市の中心市街地

への人の流れの現状を把握

し、中心市街地活性化策の

基礎資料とする。 

調査回数 ・平成30年度松本

市商業ビジョンの

策定にあたり、調

査結果を反映して

いく 

 

・商店街活性化の

ために調査結果を

施策や今後の活動

にどう活かしてい

くのか 

・調査が同時期・

同場所でよいのか

どうか 

・滞留時間や回遊

性についての検討 

・本年度作成予定の

商業ビジョンの成果

指標に設定 

・調査方法の検討 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

２回 
 

２回 

実

績

値 

 

 

 

 

２回 

Ａ 

 

２回 

 Ａ 

                                                                                 

                                                                                 

                                                                                 

－２－ 

 

 

                                            

                                                                                



                                                                                 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成の

ための取り組み 

担当Ｇ 

＜事業計画策定事業所支援

＞ 

事業計画策定事業所につい

ては、計画策定後半年以内

に巡回訪問を行い事業計画

の進捗状況の確認と助言を

行う。以後３年間は四半期

に１度程度巡回訪問を行い

、計画の検証と見直し助言

を行う。 

策定支援企業数 ・計画設定後の状

況をヒアリング。

優先順位をつけて

進捗度や新たな課

題を把握して計画

の検証を行う。 

・計画策定後の定期

的な進捗状況の確認

などＰＤＣＡサイク

ルの状況が把握でき

ていない。 

・BIZミルやTOASを活

用し支援状況の見え

る化を図る。 

 

経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

75社 
 

75社 

実

績

値 

154社 

Ａ 
159社 

Ａ 

策定事業所フォロー支援 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

全社 

 

全社 

実

績

値 

 

53社 

Ｃ 

 

６７社 

Ｃ 

－３－ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当

Ｇ 

＜松本市来訪者動態調査＞ 

松本市を訪れた観光客、ビ

ジネス客、コンベンション

参加者等の観光・消費動向

を継続的に調査し、観光産

業の現状や来訪者数、観光

消費額等の推移を把握・分

析を行い、本市の観光の強

み、弱み、課題等を抽出す

ることにより本市観光業振

興施策に活用していくこと

を目的に実施する。 

回収枚数 ・当所誘客戦略委

員会や観光料飲

食部会等で情報

を共有し、観光

産業振興に活か

していく。 

・設置地点ごとの回

収率を向上させる工

夫や仕掛けを検討し

ていく。 

・調査結果を松本地

域のプロモーション

を行う際の情報源と

して活用していく。 

 

地域

振興・

商業振

興Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

2,000枚 
 

2,000枚 

実

績

値 

     

3,356枚 

Ａ 

 

3,169枚 

Ａ 

Ⅲ．事業計画の策定・実施支援 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当

Ｇ 

＜事業計画作成セミナー＞ 

小規模事業者を対象に事業

計画作成に向けたセミナー

を開催する。 

開催回数・参加企業数 ・計画を立てたこ

とでその後どうな

ったのか実績を含

めた事例を紹介。 

・事業計画をつくる

キッカケを作ったが

、作ることがゴール

となってしまい、Ｐ

ＤＣＡに繋がってい

ない。 

・担当者を決め、計

画的な巡回などによ

り状況確認を行って

いく。 

経営

支援

Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

1回 

(20社) 
1回 

(20社) 

実

績

値 

1回 

(35社) 

39名 

Ａ 

1回 

（30社） 

37名 

Ａ 



Ⅳ．創業・第二創業支援 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 
担当

Ｇ 

＜創業支援セミナー＞ 

創業セミナーは年間30人（定

員）を対象とし、参加者の5割

について1年以内に 具体的

な創業準備の段階となる「創

業希望者」へ進める。さらにそ

の「創業希望 者」のうち5割

が1年以内に創業することを

目指す。 

開催回数 ・課題解決に向け

、画像等を活用し

た内容や、過去創

業スクール卒業生

の協力を仰ぎなが

ら、店舗紹介や体

験談などにより、

創業スクールの魅

力が伝わるように

する。 

・創業セミナー開

催は年１回でいい

のか。 

・2019年度は創業スクー

ルへの参加につながるよ

うな内容の検討と複数回

開催する。 

 平日１回 

 休日１回 

経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

１回 
 

１回 

実

績

値 

 

１回 

Ａ 

 

１回 

Ａ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当

Ｇ 

＜創業スクール＞ 

創業スクールは年間30人（定

員）を対象とし、参加者の5割

について1年以内の創業実現

を目指す 

開催回数 ・年々当所創業

スクールの認知

度が向上し、卒

業生からの紹介

による参加者や

具体的な創業準

備に入っている

方への周知が進

んだ結果、今年

度の創業率はよ

り高まると推測

される。今後も

実践的な創業ス

クールとして引

続き周知PRに努

めたい。 

・開催日時の設定

は休日または平日

どちらが良いか。 

・休日開催は受講

者が多いが出席率

が低い。また平日

の開催は受講人数

は少ないが出席率

は高い傾向。 

・年間の開催回数を増や

して平日夜コース、休日

コースを開催することが

可能か検討していく。 

経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

１回 
 

１回 

 

実

績

値 

 

１回 

Ａ 

 

 

1回 

20人 

Ａ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当

Ｇ 

＜新規創業者支援＞ 

創業スクールや創業相談を

通じ実際に創業する人を増

やす。 

創業者数 ・創業に向けた伴

走型支援を各担

当が行い、主担当

が案件を総括す

る仕組みが出来て

きた。指導員一人

あたりの担当件数

を平準化すること

により、密度の濃

い支援を実施する

。 

・潜在的創業希望

者はかなりいるが

そこから創業希望

者へと引き上げ、

創業者へと導くた

めの指導員のスキ

ルアップ。 

・土日など休日の

相談希望者への対

応。 

・相談案件に対する創業

率の向上に向けて、今ま

で以上に創業者へと導く

ための指導員のスキルア

ップ（傾聴力・対話力・

コミュニケーション法）

を図る。 

経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

40件 
 

40件 

実

績

値 

72件 

Ａ 

平均年齢4

1.2歳 

飲食26 

ｻｰﾋﾞｽ30 

小売11 

その他5 

75件 

Ａ 

平均年齢41.5

歳 

飲食33 

ｻｰﾋﾞｽ32 

小売5 

その他5 

 

－４－ 



事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のた

めの取り組み 
担当

Ｇ 

＜５年未満創業者フォ

ロー支援企業数＞ 

創業者フォロー支援は

希望する創業者を対象と

し、巡回訪問を原則とし

た伴走型支援の実施に

より、創業者の経営力向

上を目指す。 

支援企業数 ・創業支援ネットワー

クが形骸化しているた

め、前述の課題解決に

向け関係機関と共に検

討する。 

・創業後２年未満の事

業所に対する支援は、

記帳支援やセミナー周

知の実施をしていく。 

・広域経営指導員

と協力して創業後

3年～5年の事業者

を対象にフォロア

ップ希望アンケー

トを実施したが、

大半が未回答・希

望しないと回答。 

・計画的な巡回を

するには。 

・商業ビジョンに従い

松本地域創業者支援ネ

ットワーク再構築し機

能を強化させ伴走型支

援の充実を図る。 

経営

支援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

１１５社 
 

１５５社 

実

績

値 

 

 ９６社 

Ｂ 

 

９３社 

Ｃ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のた

めの取り組み 
担当

Ｇ 

＜経営革新塾開催＞ 

経営革新塾の開催によ

り、経営革新計画立案

のメリットや必要な考

え方などを周知する。

（4時間×4回） 

開催数 ・講師から提案されたテ

ーマと企業の現状とのギ

ャップや課題を見つけ解

決策を導き出すためのヒ

アリングの実施。 

・新たな計画を立

てたいと思ってい

るが、テーマが決

まらない。講師か

らの提案があるが

ギャップを感じて

いる。 

 

・各種補助金採択者な

どにアプローチし、前

向きな事業所を積極的

に取り込んで行く。 

経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

１回 
 

１回 

実

績

値 

 

１回 

Ａ 

 

１回 

（27社） 

31人 

Ａ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のた

めの取り組み 
担当

Ｇ 

＜経営革新承認＞ 

経営革新計画の策定及

び承認を希望する企業

に対しては、経営指導

員および専門家による

支援を行う。 

承認件数 ・施策的なメリットを強

調して周知（ものづくり

補助金の加点項目、金融

における保証枠の拡大） 

・革新塾参加企業へのヒ

アリング 

・経営革新計画の

テーマ、計画は決

まるが新しい事業

に対して慎重にな

っている。 

・補助金採択にかかる

加点メリットなど必要

性を強く伝えていく。

・経営力向上計画の申

請などのチャレンジを

促す。 

経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

２社 
 

２社 

実

績

値 

 

０社 

Ｄ 

 

０社 

Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

－５－ 

 

 



事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 
担当

Ｇ 

＜承認後フォロー支援＞ 

経営革新承認企業に対し、

定期的（四半期ごと）に巡

回し、計画の実施状況や進

捗度合いを確認し、指導や

助言を行う。（経営革新計

画承認後５年） 

支援企業数 ・情報共有のため

過去の承認企業の

概要を「見える化

」する。 

・「ものづくり補

助金」など他の補

助金への取り組み

。 

・経営指導員間の連携情

報提供及び共有を密にす

る。 

 

経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

７社 
 

１０社 

実

績

値 

 

１社 

Ｄ 

 

２社 

Ｄ 

Ⅴ．小規模事業者販路開拓支援 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当

Ｇ 

＜食品製造業・商品作り研

究会＞ 

市場で売れる商品作りや研

究開発を目的とした研究会の

企画開催 

開催回数 ・個社支援に向け

、ＦＣＰ商談会シ

ート記載に必要な

食品表示、食品衛

生管理の手法であ

るＨＡＣＣＰ制度

化対応に相談でき

る専門家を配置し

、支援要請により

企業巡回して課題

解決にあたってい

く。 

 ・中南信エリア 自慢の

逸品 発掘・売込逆商談

会にて、「売れる商品づ

くり相談コーナー」を設

置し、食品の新製品開発

・導入、工程・作業改善

、品質管理、HACCP構築 

等の支援を実施。 

広域専

門、も

のづく

り支援

Ｇ 

 Ｈ２８ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

２回 
 

２回 

実

績

値 

 

２回 

Ａ 

 

１回 

Ｃ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当

Ｇ 

＜商談会開催＞ 

対企業取引（ＢｔｏＢ）の向上を

目的とした商談会の企画開催

、及び出展者支援 

出店者数 ・商談会後に取引

成立に関する追

跡アンケートを

行い、売り手企

業の課題を把握

し、改善して実

施する。 

・ＦＣＰシートの

見易さ等充実化

を図る。 

・本年度までで県

補助金期間が終

了の予定のため

、今後の予算措

置を早めに検討

していく。 

・県補助金の仕上げの年

として、改善実施をす

る。 

・関係機関や参加者との

意見交換などを通じて

、次年度以降の事業の

方向性及び予算措置を

検討する。 

ものづ

くり支

援Ｇ、

経営支

援Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

買い手 

23社 

売り手 

68社 

買い手 

23社 

売り手 

70社 

実

績

値 

買い手 

30社 

売り手 

75社 

Ａ 

買い手 

30社 

売り手 

80社 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－６－ 



事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成の

ための取り組み 

担当Ｇ 

＜物産展開催＞ 

対消費者取引（ＢｔｏＣ）の向

上を目的とした物産展の企画

開催、及び出展者支援 

開催数 ・事業者にとって販路

拡大等に結び付いて

いるのか、また現状

の物産展の在り方が

どうなのか等につい

て、出店事業者への

アンケート調査を実

施し、見直し等も含

め検討する 

・事業のマンネリ

化 

・出店事業者の固

定化 

・効果的なプロモ

ーションとなるよ

う物産展の企画・

実施の内容を検討 

・出店事業者にア

ンケート調査を

実施し、それを

踏まえて物産展

の内容を検討。 

・視覚や聴覚でお

客様を呼び込む

会場設営 

 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

２回 
 

２回 

実

績

値 

２回 

Ａ 

２回 

Ａ 

 

事 業 内 容 成 果 指 標 
平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成

のための取り組み 
担当Ｇ 

＜物産展研究会開催＞ 

出展者支援として、対人販売

スキルを向上する研修会を3

回開催。 

開催数・支援事業所数 ・関東地域等での売れ

筋商品やヒット商品や

売り方の事例を紹介し

、事業者のヒントとな

るような研究会を行う

。 

・消費者ニーズを汲

み取った販売や商

品提供ができるよ

う近年の動向を探

る。 

 

・ＢtoＢを含め

て、今後の販

路拡大に繋が

る研究会を実

施する 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

３回 

(33社) 
３回 

(34社) 

実

績

値 

 ２回 

(15社) 

Ｃ 

２回 

(28社) 

Ｂ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成

のための取り組み 

担当Ｇ 

＜工業製品大都市展示会出

展事業＞ 

｢テクニカルショウヨコハ

マ｣等大都市で開催される

全国規模の展示会に展示小

間を確保し、地元企業の共

同出展を支援する。 

出展企業数 ・平成30年度より、も

のづくり産業支援セン

ターへ業務が移管され

継続実施。 

 

 ・ものづくり産

業支援センター

に協力して、出

展者の掘り起こ

しや推薦を行っ

ていく。 

ものづ

くり支

援Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

4社(小

規模3社

) 

4社(小

規模3社

) 

実

績

値 

４社 

(小規模 

３社) 

Ａ 

4社 

(小規模

3社) 

Ａ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成

のための取り組み 

担当Ｇ 

＜工業製品各種展示会出展

支援事業＞ 

地域の小規模製造業者等が

自主的に大都市圏で開 

催される各種展示会に参加

し、販路拡大、受注拡大す

るための支援を行う。 

支援企業数 ・平成30年度より、主

管業務がものづくり産

業支援センターへ移管

され継続実施。 

 ・松本市製造業

等販路拡大補助

金について、周

知・活用促進の

協力体制を築い

ていく。 

ものづ

くり支

援Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標 

値 

30社 

(小規模 

15社) 

30社 

(小規模 

15社) 

実

績

値 

３１社 

(小規 

１４社) 

Ａ 

２９社 

（小規模

９社） 

Ｃ 

 

 

－７－ 

 



２．地域経済の活性化に資する取り組み 

 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問解決や目標達成のための取

り組み 
担当Ｇ 

＜まちゼミの開催＞ 

まちゼミを通じて自店

の魅力（強み）、客の

求めている商品・サー

ビス（ニーズ）等を店

主自身が汲み取り、自

店の経営戦略を考える

きっかけづくりとする

。 

開催回数・参加店数・受

講者数 
・まちゼミ自体が

単なるイベント

で終わることな

く、各参加店舗

が連携・協力し

主体性をもって

運営していくよ

うな仕組みづく

りを目指す。 

 

・会議所主体で実

施し続けるのか

、参加店等で実

行委員会を立ち

上げて運営して

いくのか、まち

ゼミの運営方針

が曖昧な状況で

ある。今の仕組

みでは顧客・利

益に繋がらない

という理由で、

継続的に参加し

てきた店舗が年

々まちゼミへの

参加を辞退して

いる現状がある

。 

・当初まちゼミを始めた

時の方針と、現在置か

れている実際の実情を

照らし合わせ検証し、

現実的な運営方針を再

構築する必要がある。 

消費者ニーズの把握や

顧客満足度の向上、リ

ピーター獲得等につな

がるまちゼミにレベル

アップしていくことが

求められている。 

・事業改善に向けた取り

組みを商業者の間で共

有する仕組みづくり 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

 

目

標

値 

２回 

（延べ1

50店舗

・延べ2

,100人

参加） 

２回 

（延べ1

60店舗

・延べ2

,200人

参加） 

 

 

実

績

値 

１回 

(55店舗) 

72講座 

748 人

参加 

Ｃ 

１回 

(43店舗) 

57講座 

706 人

参加 

  Ｃ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のための取り

組み 

担当Ｇ 

＜個店の魅力向上研究

会＞ 

まちゼミ参加の店主に

よる個店の魅力向上研

究会を発足させ、組織

を超えた経営者意識の

向上や自主的なレベル

アップ勉強会の企画な

どが行えるよう支援す

る。 

開催回数 ・まちゼミの在り

方、店主の関わ

り方等もう一度

初心に戻って意

見交換会を開催

する。 

・これまでまちゼ

ミの反省会や個々

の参加店舗へのフ

ィードバックがな

く、実施の繰り返

しだけになりがち

であった。参加店

舗が次回まちゼミ

へどう繋げるか参

考材料を得る機会

が必要であった。 

 

・まちゼミの過去参加店

舗に声をかけ、店主同士

の意見交換会を行った。

他店舗がまちゼミ講座に

ついてどのような工夫を

しているか共有するとと

もに、今後のまちゼミの

在り方について協議を行

った。 

・まちゼミ参加者へのア

ンケート調査などの実施 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

４回 
 

４回 

実

績

値 

 

 ０回 

Ｄ 

 

１回 

Ｄ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のための取り

組み 

担当Ｇ 

＜個店レベルアップ研

究会＞ 

レベルアップ勉強会（

セミナー・研究会）の

実施（個店として必要

な能力、経営革新の必

要性の醸成） 

開催回数 ・参加店舗に対

して、巡回訪問し

、効果を図ると共

にニーズの把握を

行うなど後フォロ

ーをする。 

・まちゼミ初回時

のみ開催された松

井氏によるキック

オフセミナーから

時を経たため、参

加店舗のまちゼミ

に対する理解度に

ばらつきがある。 

・①原点に立ち返る、②

新規参加店舗がまちゼミ

を正しく認識する、③ま

ちゼミに対する参加店舗

の意識統一や所期の目的

を理解するために、セミ

ナーを開催していく。 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

２回 
 

２回 

実

績

値 

 

１回 

Ｃ 

 

０回 

Ｄ 

 

 

－８－ 



事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜まちゼミ参加店事業計画

作成支援＞ 

経営計画作成及び実施が可

能の店への集中的な支援（

強み・弱みの検証から自店

の戦略・戦術までの一環支

援）を行い、成功事例を創

出する。 

支援店舗数 ・まちゼミを通じ

て、個店の伴走型

支援を行っていく

には、一部署のみ

の事業で終わらせ

るのではなく、関

係部署が連携し効

果的な支援を実施

する。 

・地域振興部が担

当部署のため、ま

ちゼミがイベント

化してきている感

がある。 

・会議所が主体とな

って実施している現

状では、一部署の事

業として取り組むの

ではなく、部署を越

えて各知恵と手法を

出し合い会議所が一

丸となって実施する

。 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

４件 
 

４件 

実

績

値 

 

 ６件 

Ａ 

 

３件 

Ｃ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜経営計画報告会＞ 

経営計画作成・実施成功事例 

の報告会を魅力向上研究会と 

共催して報告会を実施。成功 

事例の共有・他店への啓発・ 

啓蒙、横展開（点から線へ） 

を目指す 

開催回数   ・まちゼミの結果を

活かした経営指導員

等による個別支援 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

 １回 
 

１回 

実

績

値 

 

  ０回 

Ｄ 

 

０回 

Ｄ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29年度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜まつもと広域ものづくり

フェア＞ 

松本地域（松本市、塩尻市

、安曇野市）の将来の工業

振興を見据え、その担い手

となる子どもたち（主に小

中高校生）に理工学やもの

づくりへの興味を抱いても

らうことと、地域の製造業

に就職を希望する高校生や

その親たちに製造業の現状

を理解してもらうことを目

的に開催する。将来この地

域でものづくり企業人とし

て活躍をしてもらうための

人材の育成を長期的な目線

で目指す。 

総来場者数 ・長野県元気づく

り支援金を活用

した高等学校コ

マ大戦の充実化

。 

・長野高専による

ロボコンの展示

・デモンストレ

ーション。 

・未来の工業人の

育成の観点に加

え、地域産業へ

の直接寄与を目

的とした販路拡

大、人材育成に

向けた取り組み

。 

・開催主旨を踏ま

えた、今後の事

業内容、日程と

場所の検討。 

・従来の小中学生向

けものづり体験教

室に加え、高校生

向け企業展示会、

販路拡大を目的と

した商談会をプレ

開催する。 

・長野県元気づくり

支援金の活用（2年

目）による、高等

学校コマ大戦を拡

充実施。 

ものづ

くり支

援Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

13,000

人 
13,000

人 

 

 

実

績

値 

 

13,813

人 

 

Ａ 

 

13,950

人 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９－ 



事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜ものづくり体験教室＞ 

ものづくりや理化学への興

味を子ども達にもってもら

うことを目的に実施 

対象：小中学生 

種目・参加者数 ・中信印刷工業会

や全国都市緑化

フェア実行委員

会などによる新

規出展。 

 ・地元企業による

体験教室の増加

、プログラミン

グ教室の拡大。 

ものづ

くり支

援Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

40ｺｰｽ 

(2,500人) 
40ｺｰｽ 

(2,500人) 

実

績

値 

 46ｺｰｽ 

(2,489

 人)Ａ 

45コース 

2,489人 

Ａ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成の

ための取り組み 

担当Ｇ 

＜全日本製造業コマ対戦＞ 

｢まつもと広域ものづくり

フェア場所｣の開催 

対象：高校生 

参加チーム数 ・予選の実施方法

見直し。（トー

ナメントからリ

ーグ戦形式へ） 

・対戦時の映写方

法の改善等を元

気づくり支援金

を活用して実施

。 

・企業にコマづくりの

アドバイスをもらうな

ど、学生が企業から技

術を学べる場の設定。 

・企業にコマづく

りのアドバイスを

もらうなど、企業

と学生を結び付け

る取り組みを実施

する。 

ものづ

くり支

援Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

２５  

チーム 
２５  

チーム 

実

績

値 

３２ 

チーム 

Ａ 

３１ 

チーム 

Ａ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜製造業企業見学会＞ 

松本、塩尻、安曇野市の製

造業6社の見学会 

対象：高校生 

参加者数 ・教職員も一緒に

参加できるような

取り組み。 

 ・高校生を対象に

、地元の企業を知

ってもらい将来の

就職を意識しても

らえるイベントを

開催。 

ものづ

くり支

援Ｇ 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目 

標 

値 

50人 50人 

実 

績

 

値  ４７人 

Ｂ 

５３人 

Ａ 

 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜松本山賊焼応援団＞ 

松本地域で昔から食されて

いた山賊焼きを地元グルメ

として定着させ、松本市の

食の観光資源としてまちの

活性化に寄与できるよう、

市内飲食業者や市民を巻き

込んで普及活動及びＰＲ活

動を行う。 

団員数・イベント出店 ・全国に向けての

情報発信が3年目を

迎え、新たな地域

へもＰＲ活動を行

っていく。 

・活動する事業者

が偏ることなく

、応援団全体で

事業推進を図り

、より多くの事

業者が主体的に

参画するよう努

めていく。 

・今後の当応援団の

在り方、活動方針・

内容を今一度見直し

協議の上、定める必

要がある。 

 

・松本山賊焼を

地元グルメとし

てより多くの人

に周知できるよ

う、ＰＲの仕方

、具体的な普及

活動について、

取り巻く関係者

が一丸となって

多角的に協議し

ていく。 

 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

90店 

(ｲﾍﾞﾝﾄ

５回) 

95店 

(ｲﾍﾞﾝﾄ

５回) 
 

実

績

値 

事業所団員 

75店 

協賛団 

24店 

(ｲﾍﾞﾝﾄ 

 ４回) 

Ｂ 

事業所団員 

75店 

協賛団 

22店 

(ｲﾍﾞﾝﾄ 

 ４回) 

Ｂ 
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事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

 

担当Ｇ 

＜四賀地域活性化事業＞ 

スポーツイベント等を通じ

て四賀地区を活性化するこ

とを目的に行政・団体・商

工業者と連携して事業を実

施していく。 

イベント開催数・集客数 ・地区の商工団体、

観光協会に主催を移

すことで、資金運用

に繋げた。 

・米担ぎマラソン

は４年目を迎え参

加者118名と増えつ

つあるが、事業を

継続して行くには

最低150名の参加者

が必要。 

 四賀支

所 
 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

３回 

(200人) 
３回 

(200人) 

実

績

値 

３回 

（229人） 

Ａ 

３回 

(231人)

Ａ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜観光産業振興プロジェク

ト＞ 

県内で開催される大型イベン

ト等を活用し、当該地を訪れ

る観光客に松本のホテル・旅

館に宿泊したり、飲食しても

らうための仕掛けと仕組みづ

くりを構築し、市内観光産業

の振興に寄与することを目的

に事業を実施する。 

事業実施数 ・信州アフターＤＣ

として引き続き「

城下町松本散策と

郷土食」事業を実

施。 

（平成30年7～9月） 

・宿泊事業者と連携

してクーポンを発券 

・アウェイサポータ

ー向け「松本市観

光・グルメマップ

事業」を実施。（

平成30年4月～31

年3月） 

・滞留時間の増加

や回遊性を図るこ

とが必要である。 

・観光消費額を増

やすための取り組

みが必要 

・松本の魅力を発信

するために戦略的

なプロモーション

を行っていく。 

・キャッシュレスや

スマートフォンを

活用した決済を導

入できるようセミ

ナー等を開催して

いく。 

・キャッシュレス化

の推進 

地域振

興・商

業振興

Ｇ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

１回 
 

１回 

 

実

績

値 

 

 

２回 

Ａ 

 

 

３回 

Ａ 

 

３．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取り組み 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜中信ブロック経営指導員

研究会＞ 

松本、塩尻、大町、岡谷、

諏訪、下諏訪、茅野の商工

会議所経営指導員による本

研究会主催の研修会を開催

する 

研修会開催数 ・課題抽出支援、

持続化補助金等で

の事業計画作成に

活用できるよう取

り組んでいく。 

  経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

２回 
 

２回 

実

績

値 

 

２回 

Ａ 

 

２回 

Ａ 
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事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜日商や中小企業大学校主

催の研修会に職員を派遣＞ 

経営指導員の能力向上をは

かるため、日商や中小企業

大学校主催の研修に計画的

に派遣する。 

派遣人数 ・研修で学んだ内

容を個社支援に取

り入れその取り組

み方、成果につい

て「見たり聞いた

り」やスキルアッ

プ研修で発表して

いく 

  経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

３人 

 

３人 

実

績

値 

 

５人 

Ａ 

 

５人 

Ａ 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜当部主催スキルアップ研

修会＞ 

経営指導員、補助員や小規

模企業支援に関わる補助対

象外職員も参加し「企業支援

内容の共有」「支援能力のス

キルアップ」「プレゼンテーシ

ョン能力の向上」「対話力の

向上」を図る目的で実施する

。 

研修会開催数 ・職員が支援した

経営者に参加して

もらい、職員が経

営者にどのような

伴走型支援をして

いるか、事業にど

のような効果があ

ったか発表しても

らう。 

  経営支

援Ｇ  Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 
６回 ６回 

実

績

値 

 

５回 

Ｂ 

 

５回 

Ｂ 

 

４．事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること 

 

事 業 内 容 成 果 指 標 平成29度から 

見直した内容 
事業の 

問題点・課題 
問題解決や目標達成のため

の取り組み 

担当Ｇ 

＜事業評価委員会＞ 

毎年度、本計画に記載の事

業の実施状況及び成果につ

いて検証を行う。 

当所役員及び外部評価委員

により組織された事業評価

委員会が、事務局より報告

された本事業の実施状況、

成果報告及び見直し案つい

て評価及びアドバイスを行

う 

開催数  

 

   

 

 

 

 

  経営支

援Ｇ 
 

Ｈ２９ Ｈ３０ 

目

標

値 

 

２回 
 

２回 

実

績

値 

 

２回 

Ａ 

 

２回 

Ａ 
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